
□
高

齢
者

イ
ン

フ
ル

エ

ン
ザ

予
防

接
種

　　
千

葉
市

で
は

予
防

接

種
法

に
基

づ
き

65歳
以

上
の

高
齢

者
な

ど
を

対

象
と

し
令

和
５

年
度

の

高
齢

者
イ

ン
フ

ル
エ

ン

ザ
予

防
接

種
の

助
成

を

先
月

か
ら

ス
タ

ー
ト

し

て
い

る
。
令

和

5年

12月

31日
ま

で
（

費
用

助
成

は

期
間

中
１

人
１

回
の

み
）
自

己
負

担
額

は
千

８

０
０

円
（

接
種

期
間

内
に

1回
の
み

）
、
期

間
は

12

月

31日
（

日
）

ま
で

。
現

在
、
千

葉
市

で
は

65歳
未

満
の

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ

任
意

予
防

接
種

費
用

助

成
制

度
は

な
い

。

　
接

種
対

象
者

か
つ

生

活
保

護
受

給
者

、
市

民
税

非
課

税
世

帯
に

属
す

る

方
な

ど
は

、
免

除
対

象
確

認
書

類
を

予
診

票
と

一

緒
に

医
療

機
関

へ
提

出

す
れ

ば
無

料
で

接
種

を

受
け

ら
れ

る
。
詳

細
や

手

続
き

等
は

問
い

合
わ

せ

を
。
千

葉
市

予
防

接
種

電

話
相

談
窓

口
℡

0
4
3・

3
0
7・

6
6
0
1（

土

日
休

日
を

除
く

9時
～

17時
）

□
は
り

、
き

ゅ
う

、
マ

ッ

サ
ー

ジ
施

設
利

用
助

成

制
度

　　
千

葉
市

で
は

満

65歳

以
上

の
千

葉
市

民
で

、
本

人
の

前
年

の
給

与
所

得

ま
た

は
年

金
所

得
が

2

1
0万

円
未

満
の

方
（

そ

れ
以

外
の

所
得

の
み

の

方
は

2

0

0万
円

未

満
）

の
希

望
者

に
「

千
葉

市
は
り

、
き

ゅ
う

、
マ

ッ

サ
ー

ジ
施

設
利

用
券

」
を

交
付

し
、

は
り
・
き

ゅ
う

・
マ

ッ
サ

ー
ジ

施
術

費

用
の

一
部

を
助

成
し

て

い
る

。
対

象
施

設
で

施
術

を
受

け
る

際
に

利
用

券

を
提

出
す

る
と

、
料

金
か

ら
８

０
０

円
が

差
し

引

か
れ

る
。

利
用

券
は

、

1

日
１

枚
使

用
可

。
保

険
診

療
の

施
術

は
使

用
不

可
。

利
用

券
の

交
付

は
毎

年

4月
１

日
以

降
の

申
請

に
よ

り

1人
年

間

10枚

を
随

時
交

付
中

。
申

請
方

法
は

窓
口

、
郵

送
、
電

子

申
請

。
利

用
期

間
は

交
付

年
度

の

3月

31日
ま

で
。

　
問

合
せ

は
各

区
役

所

民
総

合
窓

口
課

へ
。
中

央

区
℡

0
4
3・

2
2
1・

2
1
3
3
/花

見
川

区

℡

0
4
3・

2
7
5・

6

2
7
8
/稲

毛
区

℡

0

4
3・

2
8
4・

6
1
2

1
/若

葉
区

℡

0
4
3・

2
3
3・

8
1
3
3
/緑

区
℡

0
4
3・

2
9
2・

8
1
2
1
/美

浜
区

℡

0
4
3・

2
7
0・

3
1

3
3

□
白

内
障

特
殊

眼
鏡

等

費
用

助
成

制
度

　　
千

葉
市

で
は

、
市

内
に

住
所

を
有

す
る

65歳
以

上
の

方
（

手
術

日
現

在
）

で
、
白

内
障

の
手

術
を

受

け
た

が
病

状
な

ど
に

よ

り
人

工
水

晶
体

を
挿

入

で
き
ず

、
特

殊
眼

鏡
や

コ

タ
ク

ト
レ

ン
ズ

を
つ

く

る
場

合
に

費
用

を
一

部

助
成

し
て

い
る

。
所

得
制

限
が

あ
る

の
で

詳
し

く

は
各

区
役

所
市

民
総

合

窓
口

課
ま

で
問

合
せ

を
。

中
央

区
℡

0
4
3・

2
2

1・

2
1
3
3
/花

見
川

区
℡

0
4
3・

2
7
5・

6
2
7
8
/稲

毛
区

℡

0
4
3・

2
8
4・

6
1

2
1
/若

葉
区

℡

0
4

3・

2
3
3・

8
1
3
3

/緑
区

℡

0
4
3・

2
9

2・

8
1
2
1
/美

浜
区

℡

0
4
3・

2
7
0・

3

1
3
3

□
高

齢
者

肺
炎

球
菌

の

予
防

接
種

　
千

葉
市

で
は

昨
年

4

月
か

ら
高

齢
者

肺
炎

球

菌
の

予
防

接
種

を
ス

タ

ー
ト

し
て

い
る

。
令

和

5

年
度

の
対

象
者

は
年

度

中
に

65歳
、

70歳
、

75歳
、

80歳
、

85歳
、

90歳
、

95

歳
、

1
0
0歳

に
な

る

方
、
接

種
日

に

60歳
～

64

歳
の

方
な

ど
を

は
じ
め

、

そ
れ

以
外

で
も

千
葉

市

独
自

の
助

成
事

業
の

対

象
者

と
な

る
ケ

ー
ス

が

あ
る

。
接

種
期

間
は

令
和

６
年

３
月

31日
（

日
）
ま

で
。
自

己
負

担
額

は
３

千

円
。
接

種
対

象
者

で
生

活

保
護

受
給

者
や

市
民

税

非
課

税
世

帯
に

属
す

る

場
合

な
ど

は
無

料
。
手

続

き
方

法
や

接
種

医
療

機

関
は

問
い

合
わ
せ

を
。
℡

0
4
3・

3
0
7・

6
6

0
1（

令
和

5年

12月

28

日
（

木
）

ま
で

。
土

日
休

日
を

除
く

午
前

9時
～

午
後

5時
。

□
後

期
高

齢
者

歯
科

口

腔
健

康
診

査

　
千

葉
県

後
期

高
齢

者

医
療

広
域

連
合

で
は

、
今

年
度

に

76歳
に

な
る

被

保
険

者
の

方
を

対
象

と

し
て

無
料

に
て

歯
科

健

診
を

実
施

。
対

象
者

の
方

に
は

５
月

下
旬

に
市

か

ら
み

ど
り

色
の

案
内

通

知
（

受
診

票
）
を

送
付

し

て
い

る
。
実

施
期

間
は

令

和
５

年

12月

28日
（

木
）

ま
で

。
問

合
せ

は
千

葉
県

後
期

高
齢

者
医

療
広

域

連
合

給
付

管
理

課
給

付

第

1班
℡

0
4
3・

2
1

6・

5
0
1
3。

受
診

票

の
問

い
合

わ
せ

は
、
千

葉

市
健

康
推

進
課

℡

0
4

3・

2
4
5・

5
1
4
6

へ
。

　
旧

統
一

教
会

の
被

害

者
救

済
に

向
け

て
、
旧

統

一
教

会
の

財
産

の
保

全

の
た

め
の

法
改

正
を

め

ぐ
る

話
題

が
連

日
報

道

さ
れ

て
い

る
。

　
旧

統
一

教
会

に
対

す

る
解

散
命

令
が

確
定

す

れ
ば

、
裁

判
所

が
選

任
す

る
清

算
人

が
旧

統
一

教

会
の

全
財

産
を

管
理

す

る
こ

と
に

な
り

、
そ

の
資

産
の

中
か

ら
被

害
回

復

に
向

け
て

賠
償

資
金

が

捻
出

さ
れ

る
予

定
だ

と

さ
れ

て
い

る
。

　
と

こ
ろ

が
、
そ

れ
ま

で

の
間

に
資

産
を

現
金

化

し
て

韓
国

の
本

部
に

送

金
す

る
な

ど
の

様
々

な

手
段

で
資

産
隠

し
が

行

わ
れ

る
と

、
せ

っ
か

く
宗

教
法

人
に

対
す

る
解

散

命
令

を
勝

ち
取

っ
て

も
、

被
害

の
回

復
が

図
れ

な

く
な

る
の

で
は

な
い

か

と
俊

雄
は

危
惧

し
て

い

る
。

　
解

散
請

求
す

る
だ

け

で
は

な
く

、
資

産
散

逸

防
止

策
を

講
じ

る
必

要

が
あ
り

、
そ

の
た
め

の
法

整
備

が
求

め
ら

れ
て

い

る
は
ず

だ
。
立

憲
民

主
党

と
日

本
維

新
の

会
は

積

極
的

に
法

を
改

正
し

て

資
産

凍
結

を
図

る
べ

き

だ
と

主
張

し
、
与

党
は

現

行
法

の
範

囲
で

対
応

で

き
る

と
主

張
し

て
い

る
。

与
野

党
に

温
度

差
が

あ

る
も

の
の

、
い
ず

れ
に
せ

よ
今

の
国

会
で

論
戦

が

繰
り

広
げ

ら
れ

る
は

ず

だ
。
も

し
解

散
総

選
挙

と

な
っ

た
場

合
、
主

要
な

争

点
の

一
つ

に
な

る
ほ

ど

の
重

要
課

題
だ

と
俊

雄

は
見

て
い

る
。

　
し

か
し

俊
雄

は
、
与

野

党
と

も
に

法
改

正
の

重

大
な

論
点

を
見

落
と

し

て
い

る
の

で
は

な
い

か

と
指

摘
し

て
い

る
。
そ

れ

は
、
許

認
可

を
申

請
す

る

場
合

の
「

欠
格

事
由

」
だ

と
い
う

。
色

々
な

許
認

可

に
は

、
一

定
の

条
件

に
該

当
す

る
と

許
認

可
の

申

請
が

で
き

な
か

っ
た
り

、

取
得

し
て

い
て

も
取

消

し
に

な
っ

た
り

す
る

が
、
宗

教
法

人
法

に
は

欠

格
事

由
の

定
め

が
な

い

と
い
う

か
ら

驚
き

だ
。

　
運

転
免

許
が

わ
か

り

や
す

い
。
累

積
点

数
が

た

ま
れ

ば
免

許
が

停
止

に

な
っ

た
り

取
消

さ
れ

た

り
す

る
の

は
誰

で
も

知

っ
て

い
る

。
建

設
業
や

運

送
業

、
パ

チ
ン

コ
店

な
ど

の
風

俗
営

業
を

は
じ
め

、

あ
ら

ゆ
る

業
種

の
許

認

可
に

欠
格

事
由

が
定

め

ら
れ

て
い

る
。
一

定
の

犯

罪
に

よ
り

有
罪

と
な

っ

た
者

や
過

去
に

何
か

や

ら
か

し
た

も
の

が
役

員

に
い

る
と

ダ
メ

だ
と

い

う
が

、
欠

格
事

由
該

当
者

が
別

法
人

に
転

職
し

て

も
許

認
可

が
下

り
な

い

厳
し

さ
だ

と
俊

雄
は

言

う
。
こ

の
厳

し
さ

が
宗

教

法
人

法
に

は
な

い
と

俊

雄
は

指
摘
す

る
。

　
旧

統
一

教
会

が
解

散

し
て

も
旧

統
一

教
会

関

係
者

が
新

た
な

宗
教

法

人
設

立
の

申
請

を
行

っ

た
場

合
、
少

な
く

と
も

法

律
上

は
文

部
科

学
省

に

設
立

の
認

可
申

請
を

拒

否
す

る
条

文
が

な
く

、
設

立
認

可
手

続
き

に
瑕

疵

が
な

け
れ

ば
認

可
す

る

し
か

な
い

仕
組

み
だ

け

は
変

え
な

け
れ

ば
な

ら

な
い

と
俊

雄
は

深
刻

な

思
い

で
い

る
。
同

一
事

案

の
再

発
を

防
ぐ

狙
い

が

あ
る

の
な

ら
、
や

る
べ

き

だ
と

い
う

。
新

た
な

申
請

が
出

さ
れ

て
か

ら
慌

て

て
も

遅
き

に
失

す
る

こ

と
に

な
り

か
ね

な
い

。

　
一

方
で

、
宗

教
法

人
の

解
散

請
求

自
体

に
、
信

教

の
自

由
を

害
す

る
と

の

理
由

で
反

対
意

見
が

述

べ
ら

れ
る

場
合

が
あ

る

が
、
宗

教
法

人
が

解
散

さ

れ
て

も
特

定
の

宗
教

が

禁
止

さ
れ

る
わ

け
で

は

な
い

の
だ

か
ら

、
信

教
の

自
由

が
侵

さ
れ

る
わ

け

で
は

な
い

の
は

明
白

だ

と
俊

雄
は

憤
る

。
相

当
程

度
の

多
数

の
被

害
が

確

認
さ

れ
て

い
る

以
上

、
国

が
そ

の
回

復
に

寄
与

す

る
の

は
当

然
の

役
目

で

は
な

い
か

と
い
う

。

「
自

分
で

献
金

し
た

の
だ

か
ら

返
し

て
ほ

し
け

れ

ば
自

分
で

訴
え

で
も

起

こ
せ

ば
い

い
。
国

を
巻

き

込
む

な
」
と

の
主

張
が

い

ま
だ

に
あ

る
の

は
暴

論

に
す

ぎ
て

唖
然

と
す

る

し
、
極
め

て
残

念
だ

と
俊

雄
は

悲
嘆

に
く

れ
る

。

　
旧

統
一

教
会

の
教

義

を
と

や
か

く
言

っ
て

い

る
の

で
は

な
く

、
献

金
の

あ
り

方
が

問
わ

れ
て

い

る
だ

け
だ

と
い

う
こ

と

を
忘

れ
て

は
な

ら
な

い
。

信
者

が
入

信
を

続
け

る

こ
と

に
つ

い
て

、
と
や

か

く
言

っ
て

い
る

わ
け

で

は
な

い
。
そ

れ
こ

そ
信

教

の
自

由
が

守
ら

れ
て

い

る
証

だ
と

俊
雄

は
思

っ

て
い

る
。

ら
ん

ま
ん

か
ら

1
5
0年

令和５年１１月３日発行（２）

鎌
ヶ
谷

市
・

元
稲

毛
小

校
長

島
津
幸

生
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41話
「
宗

教
法

人
解

散
請

求
、

法
改

正
に

穴
！

？
」

随想

　
Ｎ

Ｈ
Ｋ

連
続

テ
レ

ビ

小
説
「

ら
ん

ま
ん

」
の

主

人
公

牧
野

富
太

郎
（

日

本
植

物
学

の
祖

、

1
5

0
0種

以
上

の
植

物
の

命
名

者
）

氏
が

生
ま

れ

た
の

は
文

久
２

（
１

８

６
２

）
年

で
こ

の
年

は

生
麦

事
件

や
松

平
容

保

が
京

都
守

護
職

に
就

任
、

そ
の

後
新

選
組

が
誕

生
。

各
地

に
小

学
校

が
出

来

る
の

が
明

治
６

（
１

８

７
３

）
年

な
の

で
彼

は

こ
の

と
き

11才
に

な
っ

て
い

る
。

牧
野

富
太

郎
の

名
を

直
接

聞
い

た
の

は
千

葉

大
文

理
（

今
の

理
学

部
）

の
学

生
時

代
で

系
統

植

物
学

の
最

初
の

時
間

、

教
授

の
渡

辺
清

彦
先

生

が
「

私
は

牧
野

富
太

郎

先
生

の
最

後
の

弟
子

だ
」

と
自

己
紹

介
さ

れ
た

の

だ
。明

治
政

府
は

明
治

４

年
に

文
部

省
を

置
き

５

年
に

学
制

を
発

布
し

た
。

こ
の

年
、

千
葉

の
印

旛

県
が

流
山

市
に

印
旛

官

員
共

立
学

舎
「

小
学

校

教
員

に
な

ろ
う

と
す

る

人
々

に
教

授
内

容
や

方

法
を

習
得

さ
せ

る
場

」
を

ス
タ

ー
ト

さ
せ

て
い

る
。

次
の

年
千

葉
県

が
出

来

学
舎

は
１

年
で

千
葉

町

に
移

転
、

次
の

年
明

治

７
年

５
月

千
葉

師
範

学

校
と

な
り

戦
後

新
制

国

立
千

葉
大

学
教

育
学

部

と
な

っ
て

い
く

。
同

窓

生
は

４
万

人
以

上
。

現

在
の

同
窓

会
事

務
局

長

は
水

野
平

吾
（

昭
和

51

年
卒

）
氏

。

ち
な

み
に

明
治

10年

に
師

範
第

１
回

卒
業

生
、

第
３

回
卒

業
生

の
中

に

日
本

点
字

の
創

設
者

で

幕
張

小
学

校
の

初
代

校

長
石

川
倉

次
が

い
る

。

「
ら

ん
ま

ん
」
の

舞
台

の

東
京

大
学

の
創

立
は

明

治

10年
で

あ
る

。

各
地

の
小

学
校

設
立

は
各

村
・

町
の

財
政

規

模
に

よ
り

ス
タ

ー
ト

。
も

ち
ろ

ん
校

舎
も

異
な

っ

た
。

千
葉

県
小

中
学

校

校
長

会
編

「
校

長
会

50

年
の

回
顧

と
展

望
」

に

よ
る

と
千

葉
市

内
で

最

初
に

出
来

た
学

校
は

明

治
６

年
１

月

18日
設

立

の
犢

橋
小

で
、

ら
ん

ま

ん
か

ら
１

５
０

年
た

つ
。

そ
う

言
え

ば
私

が
お

世

話
に

な
っ

た
桜

井
欽

一

先
生

は
「

鉱
物

界
の

牧

野
富

太
郎

」
と

言
わ

れ

て
い

た
。

□
読

者
プ

レ
ゼ

ン
ト

　

こ
の

た
び

今
ま

で
に

書
い

た
随

想
を

冊
子

に

ま
と
め

ま
し

た
（

Ａ
版

30

ペ
ー

ジ
）

の
で

ご
希

望

の
方

に
贈

呈
い

た
し

ま

す
。
①

氏
名

②
年

齢
③

郵

便
番

号
④

住
所

を
明

記

の
上

、
は

が
き

で
稲

毛

新
聞

社
に

11月

17日

（
金

）
ま

で
お

申
込
み

く

だ
さ

い
。

予
防

接
種

、
は

り
き

ゅ
う
マ

ッ
サ

ー
ジ

助
成
な

ど

利
用

し
て

い
ま
す
か

？
　
市

や
県

の
高
齢

者
福

祉
制
度

　　　譲渡会インフォメーション
１０Lives美浜ねこの会では、保護猫譲渡会を定期開催しています。猫を
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ス
タ

ッ
フ

が
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
で

頑
張

っ
て

く
れ
て
い
ま
す

稲
し

ん
子

（
以

下
・
稲

）

ま
ず

、
取
り

組
ん

で
い

ら

っ
し

ゃ
る

保
護

猫
活

動

に
つ

い
て

、
詳

し
く

お

伺
い

し
た

い
で
す

。

佐
々

木
さ

ん
（

以
下

・

佐
）

私
た

ち
が

取
り

組

ん
で

い
る

活
動

は
、

ま

ず
は

地
域

猫
活

動
、

啓

発
活

動
、

そ
れ

か
ら

キ

ャ
ッ

ト
レ

ス
キ

ュ
ー

活

動
。

こ
れ

が
３

本
柱

で

す
。

キ
ャ

ッ
ト

レ
ス

キ

ュ
ー

と
い

う
の

は
、

例

え
ば

虐
待

が
発

覚
し

た

と
か

、
助

け
て

ほ
し

い

と
依

頼
が

あ
っ

た
ら

現

場
に

駆
け

つ
け

る
活

動

で
す

。

稲
・
譲

渡
会

も
開

催
さ

れ

て
い

ま
す

よ
ね

。

佐
・
毎

月
第

１
日

曜
日

に

「
ジ

ョ
イ

フ
ル

本
田

」
で

、

毎
月

第
３

日
曜

日
に

は

中
央

区
の

大
覚

寺
と

い

う
お

寺
で

定
期

的
に

開

催
し

て
い

ま
す

。
大

覚
寺

さ
ん

は
ち

ょ
っ

と
し

た

ご
縁

が
あ
り

、
保

護
猫

活

動
を

始
め

る
際

に
場

所

を
貸

し
て

ほ
し

い
と

お

願
い

し
た

と
こ

ろ
、
快

く

応
じ

て
く

だ
さ

い
ま

し

た
。
先

代
の

住
職

が
と

て

も
動

物
好

き
な

方
で

す

し
、

息
子

さ
ん

の
現

住

職
も

慈
愛

に
あ

ふ
れ

た

方
。

飼
い

主
の

い
な

い

猫
は

長
く

生
き

ら
れ

な

い
場

合
が

ほ
と

ん
ど

で

す
け

れ
ど

、
だ

か
ら

と
言

っ
て

そ
の

命
が

軽
い

わ

け
で

は
な

く
、

物
で

も

な
い

と
、

春
と

秋
の

お

彼
岸

に
必

ず
供

養
し

て

く
だ

さ
っ

て
い

ま
す

。

稲
・

ス
タ

ッ
フ

の
方

は

何
人

く
ら

い
い

ら
っ

し

ゃ
る

ん
で
す

か
？

佐
・

約

30人
で
す

。
ボ

ラ

ン
テ

ィ
ア

で
譲

渡
会

な

ど
の

お
手

伝
い

を
し

て

く
れ

た
り

、
預

か
り

を
し

て
く

れ
た
り

、
地

域
猫

関

連
の

仕
事

を
し

て
く

れ

て
い

ま
す

。
昨

日
も

あ
る

企
業

の
組

合
さ

ん
に

地

域
猫

の
取

り
組

み
を

し

ま
し

ょ
う

と
お

話
を

し

て
き

た
ん

で
す

け
れ

ど
、

そ
う

は
言

っ
て

も
外

猫

の
お

世
話

が
で

き
る

人

は
な

か
な

か
い

ま
せ

ん

の
で

、
う

ち
の

ス
タ

ッ
フ

の
何

人
か

が
お

手
伝

い

に
行

っ
て

い
ま
す

。

不
幸

な
猫

を
な

く
す

た
め
、
殺

処
分

を
ゼ

ロ

に
す
る

た
め
に

稲
・

地
域

猫
の

お
仕

事

と
い
う

と
、
例

え
ば

ど
の

よ
う

な
？

　

佐
・
ご

飯
を

あ
げ

た
り

不

妊
去

勢
手

術
を

し
た

り

も
し

ま
す

が
、
そ

れ
だ

け

で
は

地
域

猫
と

呼
べ

な

い
の

で
す

。

稲
・
え

？
　

ど
う

い
う

こ

と
で

し
ょ
う

。

佐
・

地
域

猫
と

い
う

の

は
、
文

字
通
り

地
域

で
管

理
し

て
い

る
猫

の
こ

と

で
、

環
境

省
が

作
成

し

た
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

は
、

地
域

住
民

と
ボ

ラ
ン

テ

ィ
ア

、
行

政
の

三
者

協

働
が

ポ
イ

ン
ト

だ
と

記

さ
れ

て
い

ま
す

。
例

え
ば

公
園

を
地

域
猫

の
場

所

に
す

る
と

し
た

ら
、
公

園

を
管

轄
し

て
い

る
役

所

と
話

し
合

っ
て

予
算

を

取
っ

て
も

ら
い

ま
す

。
そ

れ
か

ら
、
ル

ー
ル

の
整

備

で
す
ね

。
餌

場
を

ど
こ

に

す
る

の
か

、
誰

が
そ

れ
を

や
る

の
か

、
と

い
っ

た
こ

と
を

細
か

く
決

め
て

い

く
。
も

ち
ろ

ん
頭

数
の

把

握
も

必
要

で
す

し
、
病

院

で
不

妊
去

勢
手

術
を

し

て
も

ら
わ

な
け

れ
ば

な

り
ま
せ

ん
。

そ
の

上
で

、

う
ち

の
ス

タ
ッ

フ
が

毎

日
通

っ
て

餌
を

あ
げ

に

行
く

わ
け

で
す

が
、
そ

の

都
度
「

今
日

は
何

匹
来

ま

し
た

」
と

か
「

誰
々

が
姿

を
見

せ
ま

せ
ん

で
し

た
」

と
か

、
Ｓ

Ｎ
Ｓ

で
情

報
を

共
有

し
ま
す

。
怪

我

を
し

て
い

る
猫

が
い

れ

ば
治

療
し

た
り

、
新

人
猫

さ
ん

が
来

た
ら

Ｔ
Ｎ

Ｒ

し
た

り
と

い
っ

た
こ

と

も
含

め
た

管
理

全
般

を

う
ち

が
請

け
負

っ
て

い

る
ん

で
す

。

稲
・
Ｔ

Ｎ
Ｒ

っ
て

な
ん

で

す
か

。

佐
・

Ｔ

r
a
p・

Ｎ

e
u

t
e
r・

Ｒ

e
t
u
r
n

の
頭

文
字

を
組

み
合

わ

せ
た

も
の

で
、

捕
獲

し

て
、
不

妊
去

勢
手

術
を

施

し
、
桜

の
花
み

た
い

に
耳

を
カ

ッ
ト

し
て

、
元

の
場

所
に

戻
す

と
い

う
意

味

で
す

。

稲
・
頭

数
の

把
握
や

そ
の

日
の

状
態

ま
で

細
か

く

管
理

し
な

い
と

地
域

猫

と
呼

べ
な

い
ん

で
す
ね

。

佐
・

そ
う

考
え

て
い

ま

す
。
餌

を
あ
げ

た
り

去
勢

し
た

り
す

る
だ

け
で

は

足
り

な
い

。
福

祉
の

観
点

で
対

応
し

、
猫

た
ち

の

快
適

を
担

保
で

き
る

よ

う
に

管
理

す
る

こ
と

が

必
要

な
ん

で
す

。

稲
・

そ
れ

だ
け

の
活

動

を
す

る
資

金
っ

て
…

。

佐
・

ほ
ぼ

ほ
ぼ

持
ち

出

し
で
す

。
ス

タ
ッ

フ
の

厚

意
で

成
り

立
っ

て
い

ま

す
。
寄

付
な

ど
の

ご
支

援

や
グ

ッ
ズ

の
売

上
げ

も

あ
る

に
は

あ
り

ま
す

け

れ
ど

。
商

売
だ

っ
た

ら

と
っ

く
に

倒
産

で
す

（
笑

）
。

稲
・

地
域

猫
に

定
義

が

あ
る

と
初

め
て

知
り

ま

し
た

。
行

政
か

ら
承

認

さ
れ

る
の

で
す

か
？

佐
・

い
え

、
行

政
は

場
所

が
公

園
だ

か
ら

で
、

団

地
の

自
治

会
や

町
内

会

に
予

算
を

取
っ

て
い

た

だ
く

ケ
ー

ス
も

よ
く

あ

り
ま
す

よ
。

稲
・
自

治
会
や

町
内

会
は

ど
の

よ
う

に
説

得
す

る

の
で
す

か
？

佐
・
み

ん
な

が
み

ん
な

猫

好
き

と
は

限
ら
ず

、
糞

尿

被
害

な
ど

に
困

っ
て

い

て
、

猫
を

減
ら

し
た

い

と
考

え
て

い
る

方
が

必

ず
い

ま
す

。
で

も
、
私

た

ち
の

活
動

目
的

も
、

不

幸
な

猫
を

な
く
す

、
殺

処

分
を

ゼ
ロ

に
す

る
と

い

う
と

こ
ろ

に
あ

り
ま

す

か
ら

、
そ

の
意

味
で

は

利
害

が
一

致
し

て
い

る

ん
で
す

。
猫

に
お

困
り

で

し
た

ら
減

ら
し

ま
し

ょ

う
と

、
減

ら
す

た
め

の
具

体
策

を
提

示
す

る
と

、
た

い
て

い
は

「
減

ら
し

て

く
れ

る
な

ら
町

内
会

か

ら
費

用
を

出
そ
う

」
と

言

っ
て

く
れ

ま
す

。

稲
・

な
る

ほ
ど

。
話

の
持

っ
て

行
き

方
次

第
な

ん

で
す
ね

。

佐
・
餌

を
あ
げ

て
い

る
猫

好
き

の
人

と
、
猫

が
増

え

て
迷

惑
だ

と
怒

る
猫

嫌

い
の

人
の

対
立

が
同

じ

町
内

で
あ

っ
た

り
し

ま

す
が

、
き

ち
ん

と
地

域
猫

に
す

る
こ

と
で

そ
の

解

消
に

も
繋

が
り

ま
す

。
Ｔ

Ｎ
Ｒ

で
去

勢
を

し
て

、
一

代
限

り
の

猫
生

を
全

う

さ
せ

て
あ

げ
る

た
め

に

お
世

話
を

す
る

人
を

決

め
て

管
理

し
ま

し
ょ
う

、

そ
う

す
れ

ば
猫

好
き

の

人
も

猫
嫌

い
の

人
も

全

員
が

助
か

る
し

、
町

を
き

れ
い

に
で

き
ま

す
よ

ね
、
と

い
う

流
れ

で
お

話

し
さ

せ
て

い
た

だ
い

て

い
ま
す

。

稲
・

啓
発

活
動

は
、
具

体

的
に

ど
の

よ
う

な
？

佐
・
参

議
院

議
員

の
串

田

誠
一

さ
ん

が
熱

心
に

取

り
組

ん
で

い
ら

っ
し

ゃ

る
動

物
愛

護
の

活
動

を

応
援

さ
せ

て
い

た
だ

い

て
い

る
の

で
す

が
、
そ

の

中
で

「
命

の
授

業
」
と

い

う
の

が
あ
り

ま
す

。
動

物

愛
護

を
福

祉
の

視
点

か

ら
み

ん
な

に
考

え
て

も

ら
お

う
と

い
う

企
画

な

の
で
す

。
地

域
猫
や

、
ど

う
す

れ
ば

外
猫

が
減

ら

せ
る

か
、
殺

処
分

を
ゼ

ロ

に
で

き
る

の
か

、
猫

以

外
の

牛
や

豚
な

ど
家

畜

の
こ

と
な

ど
、

そ
の

時

々
で

テ
ー
マ

は
色

々
な

の
で
す

け
れ

ど
、
動

物
に

と
っ

て
の

快
適

に
つ

い

て
の

考
察

を
中

心
に

、

串
田

さ
ん

や
千

葉
市

議

の
椛

澤
洋

平
さ

ん
、

松

井
か

よ
子

さ
ん

、
荒

川

区
議

の
宮

本
舜

馬
さ

ん

と
い

っ
た

動
物

愛
護

に

力
を

尽
く

し
て

い
ら

っ

し
ゃ

る
先

生
方

に
超

党

派
で

講
演

し
て

い
た

だ

い
て

い
ま
す

。

稲
・

そ
う

い
え

ば
、
今

よ

く
ア

ニ
マ

ル
・
ウ

ェ
ル

フ

ェ
ア

っ
て

耳
に

し
ま
す

。

佐
・
動

物
愛

護
は

愛
す

る

だ
け

で
は

ダ
メ

で
、

福

祉
の

考
え

方
で

取
り

組

む
こ

と
が

重
要

な
ん

で

す
。
地

球
全

体
の

中
で

人

間
を

含
め

た
動

物
の

す

べ
て

が
共

生
し

て
い

く

に
は

何
を

す
べ

き
で

何

を
す

べ
き

で
な

い
か

、
エ

シ
カ

ル
（

倫
理

的
）
に

考

え
な

け
れ

ば
な

り
ま

せ

ん
。

私
た

ち
は

、
地

域
猫

や
保

護
猫

と
と

も
に

、
今

後
も

啓
発

活
動

に
熱

を

入
れ

て
取

り
組

ん
で

い

き
た

い
と

思
っ

て
い

ま

す
。
と

て
も

残
念

な
こ

と

に
、
日

本
は

動
物

愛
護

の

面
で

は
著

し
く

遅
れ

て

い
る

国
で
す

か
ら

。

稲
・
弊

社
も

猫
好

き
の

人

間
が

多
い

の
で

、
で

き
る

こ
と

が
あ

れ
ば

協
力

を

惜
し

み
ま

せ
ん

。
今

日
は

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。

　
先
月
号
で
お

伝
え
し
た

猫
の
変
死

事
件
。
情

報

提
供
を
呼
び

掛
け
て
い
る

「

10
L
i
v
e
s美

浜

ね
こ
の
会
」

さ
ん
は
、
こ
う
し
た

問
題
に
全

力
で

取
り
組
ん
で
い
ら
っ

し
ゃ
る
愛

護
団
体
で
す

。

今
回
改
め
て
小

誌
編
集
部

記
者
・
稲

し
ん
子
が

代

表
の
佐
々
木

由
紀
子
さ

ん
の
も
と

を
訪
問
。
地
域

猫
の
こ
と
、

動
物
愛
護

の
こ
と
な

ど
、
詳
し

く
お

話
を
伺
っ
て
き

ま
し
た
。

（３）令和５年１１月３日発行 第326号稲　毛　新　聞動
物

愛
護

は
愛

だ
け

で
は
ダ

メ
福

祉
の

視
点
が

必
要
な
の
で
す

2009年に設立。千葉市を中心に、地域猫の世話や
譲渡会開催などのボランティア活動を展開。過
酷な環境で生きる猫達が今以上に増えない社会
作りを目指し、日々奮闘している。

10Lives　美浜ねこの会 （千葉市美浜区）

代表の佐々木由紀子さん

　　　　　　～美浜ねこの会からのお願い～
10月中旬、独居高齢者の方が急逝された際、遺されたペットが室内に閉じ

込められたままになるという出来事がありました（現在は救助済み）。

現行の法律では、このような場合、身内の方と連絡が取れない限りペット

を連れ出すことができません。美浜ねこの会では、独居の方、特にご高齢

の方は、生前にペット飼育の継承者を決めておくこと、万一の際の連絡先

やペットの名前、頭数などを記したＳＯＳカードの所持を推奨していま

す。大切なペットを不幸にしないためにも、何とぞご協力ください。


